
　
　
一国
圏
．

過
熱
や
ま
ず
、異
常
な
高
値
圏
に

　

西
日
本
を
中
心
に
値
上
が
り
が
続
い
て
い
た
桧

丸
太
は
、
柱
、
土
台
取
り
と
も
に
４
万
円
（市
湯

置
き
場
渡
し
、
立
方
耕
）
超
え
が
聞
か
れ
姶
め

た
。
２５
日
に
は
、
久
万
広
域
森
林
組
合
（愛
媛
県

上
浮
穴
郡
、
板
崎
鳴
海
代
表
理
事
組
合
長
）
久
万

市
場
で
桧
３
耕
Ｘ
１６
等
の
平
均
単
価
が
４
万
２
０

０
円
と
暴
騰
。
さ
ら
に
２８
日
に
は
、
日
田
市
森
林

組
合
（大
分
県
日
田
市
、
井
上
明
夫
代
表
理
事
組

合
長
）
で
４
耕
Ｘ
１６
～
１８
等
に
４
万
６
９
０
円
が

付
き
、
前
回
市
比
７
２
０
０
円
高
と
な
っ
た
。

　

久
万
広
域
森
林
組
合
久

万
市
湯
が
２５
日
に
開
い
た

原
木
市
で
桧
３
ＭＭ×
１６
宅

．の
平
均
単
価
が
４
万
２
０

０
円
と
な
っ
た
。
背
景
に

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

外
材
の
手
当
て
が
進
ま

ず
、
仮
需
を
含
め
た
国
産

材
へ
の
転
換
が
あ
る
。
先

行
き
桧
４
耕
土
台
取
り
や

中
目
材
、
杉
柱
取
り
に
も

波
及
し
、
さ
ら
に
上
値
を

目
指
す
展
開
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
過
熱
感
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
国
産
材
へ
の

代
替
は
進
ん
で
い
る
が
、

九
州
や
岡
山
と
い
っ
た
西

日
本
で
先
行
し
て
価
格
が

上
昇
し
て
お
り
、
買
い
方

も
少
し
で
も
安
い
玉
を
求

め
て
東
の
原
木
市
湯
へ
移

動
、
四
国
に
ま
で
飛
び
火

し
た
様
相
だ
。
同
市
場
で

桧
３
耕
Ｘ
１６
托ンは
３
月
末

に
２
万
円
を
超
え
、
４
～

５
月
は
２
万
３
０
０
０
円

前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

し
か
し
、
６
月
に
入
る
と

上
旬
の
市
で
は
２
万
７
０

０
０
円
、
中
旬
の
市
で
は

３
万
５
０
０
０
円
と
一
足

飛
び
に
価
格
が
上
昇
、
２５

日
の
市
で
は
４
万
円
に
到

達
し
た
。

　

出
材
量
は
昨
年
よ
り
多

い
が
、
外
材
の
製
品
契
約

価
格
を
加
味
す
れ
ば
、
原

木
を
４
万
円
で
手
当
て
し

て
も
国
産
材
製
品
で
提
案

す
る
方
が
価
格
変
動
の
り

ス
ク
が
小
さ
く
、
見
積
も

り
も
し
や
す
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
桧
３
～
４
耕
中

目
材
２
万
８
０
０
０
円
、

杉
３
耕
柱
取
り
１
万
８
０

０
０
円
は
そ
れ
ぞ
れ
前
月

比
３
０
０
０
～
５
０
０
０

円
高
、
桧
４
耕
土
台
取
り

３
万
６
０
０
０
円
は
同
１

万
～
１
万
２
０
０
０
円
高

と
、
桧
柱
取
り
以
外
も
値

上
が
り
が
止
ま
ら
な
い
。

梅
雨
が
明
け
れ
ば
出
材

量
が
増
え
る
見
込
み
だ

が
、
土
台
、
柱
、
梁
す
べ

て
の
部
材
で
不
足
感
が
解

消
す
る
と
は
思
え
ず
、
買

い
方
か
ら
は
「秋
需
の
見

通
し
も
不
透
明
で
価
格
だ

け
が
独
り
歩
き
し
て
し
ま

う
」
「高
す
ぎ
て
手
を
出

せ
ず
直
近
で
必
要
な
量
だ

け
に
と
ど
め
て
い
る
」
と

不
安
の
声
も
出
て
い
る
。

　

一
方
、
大
分
県
日
田
地

域
の
原
木
共
販
所
で
も
桧

土
台
取
り
価
格
が
４
万
円

（立
方
薪
）
台
を
突
破
し

た
。
日
田
市
森
林
組
合
の

２８
日
の
共
販
市
で
、
４
耕

Ｘ
１６
～
１８
托ンに
４
万
６
９

０
円
が
付
き
前
回
市
比
７

２
０
０
円
高
に
。
土
台
取

り
に
は
熊
本
地
域
の
市
湯

で
も
同
日
時
点
で
３
万
９

０
０
０
円
台
が
入
っ
て
お

り
、
限
り
な
く
４
万
円
に

近
付
い
て
い
る
。

　　

国
産
材
製

　

品
へ
の
弓
き

　

合
い
は
依
然

と
し
て
強

　

く
、
製
材
メ

　

ー
カ
ー
に
も

　

多
く
の
注
文

）
が
殺
到
。
杉

市場に出材された桧土台取り　
　

　　

　

　　
　
　

　　　　
　

賜

は
量
産
工
揚

や
地
場
製
材

所
が
せ
り
合

い
、
市
を
重
ね
る
ご
と
に

値
上
が
り
す
る
展
開
と
な

っ
て
い
る
。
原
木
に
好
値

が
付
い
て
い
る
こ
と
を
背

景
に
山
側
の
出
材
意
欲
も

高
く
、
梅
雨
時
期
な
が
ら

有
力
市
場
に
は
多
量
の
出

材
が
あ
る
。

　

日
田
市
森
組
の
職
員
の

０＝髭を集成材
墨晶忘ず稲凝鷹～Ｆお間ぃ合せ下さし、

小
棚
馴
社震栃凝鰹曜

庇護
Ｄ
Ｉ
０
５

角
を
市
売
す

る
場
合
、
歩
留
ま
り
５０
％

で
製
材
・
乾
燥
・輸
送
費

な
ど
を
計
算
す
る
と
１４
万

円
程
度
で
売
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
説
明
し
た
。

他
の
桧
量
産
工
場
も
、

取
引
先
と
の
交
渉
は
こ
れ

か
ら
だ
が
、
７
月
か
ら
Ｋ

Ｄ
材
価
格
の
大
幅
な
弓
き

上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。

桧
丸
太
は
そ
の
ほ
か
も

Ｃ
材
の
４
耕
Ｘ
１８
等
以
上

に
３
万
円
台
が
付
き
、
Ａ

材
の
３
Ｍｍ柱
適
寸
価
格
よ

り
高
値
が
付
く
異
様
な
光

景
が
見
ら
れ
た
。
２４
～
２８

托ン３
万
円
、
そ
の
後
入
札

に
掛
け
た
１８
～
２２
等
３
万

９
０
０
円
。
普
段
は
直
材

の
競
合
を
避
け
る
製
材
工

湯
が
札
を
入
れ
る
が
、
こ

の
日
は
合
板
工
湯
が
立
ち

会
い
に
加
わ
っ
た
た
め
値

上
が
り
し
た
。
こ
の
価
格

水
準
で
は
、
輸
出
業
者
は

手
が
出
せ
な
い
と
い
う
。

市
場
担
当
者
は
「競
合

の
多
い
４
耕
材
と
３
耕
材

で
は
全
く
値
段
が
違
う
。

素
材
業
者
に
は
４
耕
造
材

を
お
願
い
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

一
人
は
「２６
年
間
勤
め
て

い
る
が
、
桧
並
材
に
４
万

円
台
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
」
と
話
し
た
。

同
日
に
行
わ
れ
た
肥
後

木
材
（熊
本
市
、佐
藤
圭
一

郎
社
長
）
の
市
売
で
土
台

取
り
を
高
値
で
落
札
し
た

量
産
工
場
社
長
は
「原
木

価
格
の
先
行
き
は
分
か
ら

な
い
。
た
だ
径
級
祐
宅
の

丸
太
を
４
万
円
で
買
い
Ｋ


